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細
田
　
従
来
県
が
行
っ
て
い

た
福
祉
事
務
所
の
業
務
内
容

と
、
本
町
に
設
置
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
何
か
。�

町
長
　
業
務
は
生
活
保
護
、

特
別
障
害
者
手
当
、
母
子
生

活
支
援
な
ど
住
民
生
活
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り

住
民
に
近
い
町
で
業
務
を
行

っ
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
て

い
る
。�

細
田
　
町
村
の
福
祉
事
務
所

設
置
は
、
義
務
規
定
で
は
な

く
設
置
で
き
る
と
し
て
い
る
。

全
国
で
も
わ
ず
か
二
十
七
町

村
し
か
設
置
さ
れ
て
い
な
い

が
、
県
か
ら
要
請
が
あ
っ
た

の
か
。�

町
長
　
県
か
ら
要
請
は
あ
っ

た
。
県
内
で
も
来
年
四
月
か

ら
日
吉
津
村
、
江
府
町
、
日

南
町
が
開
設
さ
れ
る
予
定
で

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

細
田
　
現
在
の
生
活
保
護
世

帯
数
と
支
給
額
は
い
く
ら
か
。

そ
の
う
ち
町
負
担
額
は
い
く

ら
に
な
る
か
。�

町
長
　
現
在
五
十
二
世
帯
、

保
護
費
支
給
額
一
億
二
千
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
四
分
の
一
が
町
負
担
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
全
額
特
別
交

付
税
に
算
定
さ
れ
て
い
る
、

実
施
町
村
の
状
況
で
は
む
し

ろ
過
配
当
に
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
。�

細
田
　
本
町
に
設
置
し
た
場

合
、
福
祉
事
務
所
の
職
員
体

制
と
必
要
な
資
格
は
何
か
。�

町
長
　
所
長
一
名
と
調
査
、

相
談
な
ど
現
場
の
職
員
が
二

名
程
度
で
、
社
会
福
祉
主
事

の
資
格
が
必
要
で
あ
る
。�

細
田
　
福
祉
事
務
所
設
置
に

伴
う
人
件
費
、
事
務
費
、
生

活
保
護
費
等
は
国
の
責
任
に

お
い
て
財
源
を
確
保
す
べ
き

で
あ
り
、
交
付
税
で
は
な
く

国
の
義
務
負
担
と
な
る
扶
助

費
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。�

町
長
　
引
き
続
き
県
と
協
議

す
る
。
政
権
も
交
代
と
な
り

制
度
の
変
更
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
慎
重
な
対
応
と
、充

分
な
準
備
期
間
を
取
り
た
い
。�

���

細
田
　
中
海
テ
レ
ビ
と
の
統

合
時
期
は
い
つ
か
。�

町
長
　
来
年
四
月
か
ら
統
合

を
開
始
し
た
い
。�

細
田
　
岸
本
地
区
の
中
海
テ

レ
ビ
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
で
月
額

二
千
九
百
四
十
円
デ
ジ
タ
ル

で
三
千
九
百
九
十
円
で
あ
る
。

溝
口
地
区
鬼
っ
子
テ
レ
ビ
は

一
般
地
上
波
千
五
十
円
、
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
千
五
百
七
十
五

円
と
二
倍
以
上
の
開
き
が
あ

る
。
岸
本
地
区
に
は
合
併
前

に
積
み
立
て
た
基
金
か
ら
一

世
帯
月
額
千
円
が
補
助
さ
れ

て
い
る
が
、
統
合
後
の
新
料

金
体
系
は
ど
う
な
る
か
。�

町
長
　
一
番
低
額
な
プ
ラ
ン

は
月
額
五
百
二
十
五
円
と
な

る
見
込
み
。
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

は
希
望
に
よ
り
選
択
と
な
る
。�

有
線
テ
レ
ビ
の�

　
　
　
　
早
期
統
合�


